
                                                  

 

  

 

    
  
 

                               

 

 

○ 命の大切さといじめ問題を考える授業公開 

１月３１日（月），吉川小学校で平成校区の「命 

の大切さやいじめ問題を考える授業公開」が行わ 

れました。１・２年生が道徳の授業を行い，「はし

のうえのおおかみ」という題材を通して，親切な

心や思いやりの心を学習しました。 

 約４０人の先生方や保護者・地域の方々が参観

される中，最初は少し緊張気味の１・２年生でし

たが，徐々に慣れいつものように元気よく発表し

ていました。 

 全体会ではそれぞれの学校の取組が発表され，

平成校区で一丸となって， 

健全な子どもの育成に取り 

組むことを再認識した会と 

なりました。 

○ 半成人式 

２月８日（火）に４年生４人の「半成人式」を 

行いました。これは，小中一貫教育の前期（１～

４年生）の締めくくりとして行うもので，４年生

は，これまで１０年間の成長を振り返り，保護者

の方々やお世話になった方々への感謝と将来の夢

を発表しました。また，保護者の方々から子ども

たちに対する思いを込めた手紙を読んでいただ

き，大変感動的な式となりました。４年生の子ど

もたちも，半成人としての自覚を高めていました。 

 今年の冬は雪が降る日も数回あり，例年に比べ

大変寒いでしたが，立春を過ぎると同時に暖かく

過ごしやすい日が多くなってきました。 

 先日，春のような暖かい日に草取りをしました。

夏の頃の草に比べると表面はまだ小さな草でした

が，地下の根の長いことに驚かされました。 

 植物は冬の間にしっかりと根を張って，春にぐ

んと伸びるように養分を蓄えていると言われま

す。子どもたちも同じです。毎日校庭を黙々と走

っている子ども，毎日漢字をこつこつと練習して

いる子ども，毎日読書に集中している子ども，毎

日百マス計算をがんばっている子ども。とにかく

小さなことをこつこつと継続することによって体

力や学力がしっかり蓄えられ，ここぞというとき

にぱっと花が開くのです。そして，それが子ども

たちの自信につながり，また次へのやる気へとつ

ながっていくのです。 

 学年末になると，子どもたちにいつの間にこん

なに力がついたのだろうと驚かされることがよく

ありますが，そこには日頃の頑張りや努力が必ず

あります。「継続は力なり」どんな小さなことでも

子どもたちの努力や頑張りを認め，うんと励まし

てやってください。  （校長 森薗智子） 

      「継続は力なり」 

平成２３年２月２４日 
薩摩川内市立吉川小学校 
ＴＥＬ３０－２３９３ 

キャッチフレーズ 「一人一人が主役の吉川小」 

小中教育一貫だより 

青少年健全育成意見発表大会 

２月５日（土），国際交流センターにおいて

川内地域の小学校１９校，中学校８校の代表

が，意見発表を行いました。  

 吉川小学校からは，５年生の○○○○さんが

「伝えたいこと，分かりたいこと」と題し，外

国語の学習を通じて知った外国の学校や子ど

もたちのこと，そして，これからもっと外国の

文化に触れ日本の文化も伝えていきたいとい

うことなどを，表現力豊かに，堂々と発表しま

した。 

 大きな舞台で，原稿用紙３枚分の原稿を全て

暗記しての発表に，頼も 

しさを感じることでした。 

理愛さんの発表は，５校 

に贈られる特別賞の中の 

「南日本新聞社賞」を受 

賞しました。 

 

      入賞おめでとう 
第 17回原子力ポスターコンクール 

〔優秀学校賞〕（３・４年生が全員出品） 

青少年健全育成意見発表会 

〔南日本新聞社賞〕 ５年 ○○○○ 

市コンピュータイラスト・プレゼンコンクール 

〔入  選〕  ２年 ○○○○ 

〔入  選〕  ５年 ○○○○ 

特別賞受賞おめでとう 

たくさんの参観者の中で 

感謝の気持ちを手紙にしました 半成人の４年生です 



 

 

 

 

         

 

 

 

 薩摩 

      

 ２月２日（水），京セラから二人の講師に来て
いただき，環境についての授業を行いました。 

 子どもたちは２つのグループに分かれ，クイ
ズに答える対抗戦形式で，環境についての学習
を楽しく進めていきました。 

また，後半は環境にやさしい「ソーラー電池」
を活用した実験を行い，ソーラー電池でおもち
ゃやミニカーを動かしたり競争させたりしなが
らその仕組みについて学習できました。 

子どもたちは，「使わな 

い電気は消す」「マイバッ 

グを活用する」などの感 

想をもち，地球環境を考 

えることのできた２時間 

でした。 

 

 ２月４日（金）児童朝会の時間に豆まき集会

を行いました。一人一人が自分の心にすんでい

る鬼とその鬼をどうすれば退治できるか，その

退治法を発表しました。その後，１・２年生が

作った段ボールの赤鬼に向かって，みんなで勢

いよく大豆を投げつけ 

鬼を倒しました。 

心の鬼をやっつける 

努力を約束して，集会 

を終えました。 

 

     京セラ環境出前授業 

 

 

豆まき集会 

     藤川天神詣で   

 

  ２月２０日（日），吉川校区子ども会の主催で，

片道６キロの藤川天神までハイキングに行きま

した。校区内外から約４０人の参加者があり，

午前９時すぎに学校を元気よく出発しました。 

 当日はあいにくの小雨模様でしたが，下之段

公民館横から山道に入り，傾斜のある坂道等を

約２時間歩き，午前１１時すぎ藤川天神に到着

しました。 

 今年は寒さのせいか，梅の花はまだ開花して

いませんでしたが，子どもたちは菅原道真公を

祭ってあるお宮で「学業の神様」にお参りをし

たり，おみくじをひいて一喜一憂したりしてい

ました。その後，お弁当とコミセン提供の豚汁

をおいしくいただきました。 

参加児童は一人の脱落

者もなく往復歩くことが

でき，体力が付いたなと

うれしく思うことでし

た。親子・特認生・地域

が触れ合う良い機会とな

りました。 

赤鬼と一緒にパチリ 

 ２月８日（火）に，体育館で縄跳び大会を

行いました。たくさんの保護者の方々が参

観する中，子どもたちは張り切って演技す

ることができました。 

 最初のチャレンジ種目では，一人一人が

自己新記録を目指して種目跳びに挑戦しま

した。ほとんどの子どもが自己新記録を出

し，中には，自分の記録を大幅に更新する

子どももいて，感動もひとしおでした。ま

た，持久跳びで６分以上とんだ児童は２人

でした。（５年○○○○さん，２年○○○○

さん）最後に１３人全員で，長縄跳びに挑 

戦しました。当日は

５０回ほどでした

が，練習では１３０

回以上とべるように

なり，繰り返し頑張

ることの大切さを学

んだ縄跳び大会でし

た。 

校内なわとび大会 

タイミングを合わせて！ 

２月末から３月の主な行事予定 
 
２月 

２４日（木） 新入児入学説明会 
２５日（金） ＡＬＴ来校，貯金日 

３月 
 ２日（水） 授業参観，学級ＰＴＡ，   １５日（火） 全校給食      

      学校保健委員会       １７日（木） 移動図書，クラブ活動（お別れ会食）  

３日（木） 児童総会          １８日（金） 貯金日  

４日（金） お別れ遠足         ２３日（水） 卒業式準備 

 ７日（月） 平成校区あいさつデー    ２４日（木） 卒業式・昼食会 

９日（水） ＡＬＴ来校，ＰＴＡ理事会  ２５日（木） 修了式，大掃除     

１１日（金） 全校スキル         ２８日（月） 辞任式 

１４日（月） 全校朝会                 ＰＴＡ送別会 

１５日（火） 命を大切にする心を育む日             

環境クイズに挑戦中 

山道も元気に歩きました 

今年度も残りあと

わずか。締めくく

りをしっかり。 


